
平成 28 年度 体協ニュース 

 
 第 41 回高島平・日刊スポーツロードレース報告会が上記の日時・場所、44 名の参加で開催され

ました。 
 １：主催者挨拶. 
  （公財）板橋区体育協会 下田賢司会長 挨拶 
        大きな事故、トラブルなく、皆様方のご協力により無事終了することができました。この 
    大会は本年度で終了ですが、協会では次の新事業を考えていますので、その際こういうこ

とを注意するとよいのではというご意見や反省点を頂ければと思っています 
 
  （一社）板橋陸上競技協会 豊泉和男 会長 挨拶 
    41 年間東京都でトップクラスの競技大会という誇りをもって開催してきましたが、本年

度をもちまして終了、とても残念です。陸上競技やる側にとってとても素晴らしい大会で

あったということが心に残っています。有難うございました。 
 
 ２：報告会 
   安田満男事業部長の進行により、最初に大会の優勝書、成績、参加人数などの報告がありま 

した。その後、各部ごとにご意見を頂きました。 
① 交通規制・救急について 

志村消防署高島平出張所 所長 横山敏夫様 
       緊急なことは特になく、来年もし行われる場合、救急車はおかず、職員だけの配置

にしたいのでご了承ください。 
② 大会本部運営について（総務各係） 

（従事者・選手受付・貴重品・配付・救護・表彰・来賓接待・案内・給水・プラカー

ド・役員駐車場） 
      スポーツ推進委員協議会 苫米地康雄会長様 
       受付・表彰に関しては無事スムーズでした。 
       その他からは特になし。 

③ 走路・警備関係について（連盟走路員・誘導係・コース外周警備） 
       コース全体を見て回った際ヒヤっとする場面が何回かあり、これだけの大会を滞り

なく開催するのは大変だと感じました。 
       誘導係 

走路員の不足していた所があり、大きな交差点では歩行者が溜まってしまった。 
④ 前日本部設営（二週間前看板設置含）・当日本部復元作業等について 

        例年よりトラックを 1 台増やしたり広範囲に看板を設置したりと、担当者の方々

にはご苦労おかけしました。おかげさまで設置・復元など非常に上手く出来たと

思います。 （安田部長より） 
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⑤ その他 
 （一社）板橋陸上競技協会 三浦敬司様 

        今回は日本マスターズの記録が生まれ、オリンピック選手クラスの方々の走りを

間近に見られた素晴らしい大会となりました。41 回係わってきましたので考え

深いものがあります。世界的に有名な選手が出場している為、公認コースの申請

も国際レースができるように改めて申請しました。とても大変な大会がひとつ終

わったのかなと思っています。 
 
３親睦会 

      乾 杯         高澤誠専務理事. 
      懇 談 
      中 〆         豊泉和男副会長 
        協会として大きな事業を中止したわけで、次の新しい事業を考えていかなければ

いけない時期に来ています。27 団体それぞれの思いはあると思いますが、今後

高・日ロードレースに変わる大きな事業をしっかりとしたコンセプトをもって考

えていきたいと思います。最後に体育協会、陸上競技協会として有難うございま

した。 

    

   以上の流れで終了しました。 

来年の事はまだわかりませんが、この形でのレースは終わりました。 
本当に皆様方のご尽力ご協力あっての 41年間、有難うございました。  (小堀 幸子記) 
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